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物  質  名 1,3-ジクロロ-2-プロパノール ＤＢ－28 

別   名 1,3-ジクロロイソプロパノール 
1,3-ジクロロプロパノール 

C A S 番号 96-23-1 
PRTR 番号 第 1種 134 
化審法番号 2-2002 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C3H6Cl2O 分 子 量 128.99 1） 
沸 点 174.3 ℃ 1） 融 点 －4 ℃ 1） 
蒸 気 圧 0.75mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 5.28 mg/m3  (25℃) 
分 配 係 数（log Pow）  水 溶 性 99 g/L (25℃) 3） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 25 mg/kg 4）  
 ラット 経口 LD50 110 mg/kg 4）  
 ラット 吸入 LCLo 125 ppm (4ｈ) 4）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・CDラットに 0、0.1、1、10、100 mg/kg/dayを 13週間（5日/週）強制経口投与した結果、10 
mg/kg/day 以上の群の雌雄で肝臓重量の増加、雄で胃、腎臓、肝臓の変性を認めた。また、
この他にも体重増加の抑制、鼻粘膜の変性などもみられたが、雄では 0.1 mg/kg/day群、雌で
は 1 mg/kg/day以下で影響を認めなかった 5）。 
・Wistarラットの雄に 0、2、6、19 mg/kg/day、雌に 0、3、10、30 mg/kg/day を 104週間飲水
に添加して投与した結果、すべての暴露群で肝臓の相対重量の増加を認め、雄の 6 mg/kg/day
以上及び雌の 10 mg/kg/day以上の群で腎臓の相対重量の増加、肝細胞の脂肪変性、クッパー
細胞のヘモジデリン沈着を認めた。また、雄の 19 mg/kg/day群及び雌の 30mg/kg/day群では
死亡率の増加、体重の減少、血中のヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値及び赤血球数の減

少、AST、ALT、ALP、γ-GTPの増加、尿のタンパク増加もみられた。なお、雄の 6 mg/kg/day
以上及び雌の 10 mg/kg/day以上の群で肝臓、腎臓、甲状腺、舌などに用量に依存した腫瘍の
発生も認めた 6）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Wistarラットに 0、15、60 mg/kg/dayを 14日間強制経口投与した結果、15 mg/kg/day以上の
群で精巣輸出管、副睾丸に精子肉芽腫の有意な発生を認めたが、体重、睾丸重量、腎臓、睾

丸、精管の形態や組織には影響を認めなかった 7）。 
・ラットに 0、44 mg/kg/ayを 6週間経口投与した結果、睾丸重量及び精子異常の発生頻度に影
響を認めなかったが、副睾丸の精子数の有意な減少を認めた 8）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ジクロロプロパノール貯蔵タンクの清掃作業に約 3時間従事した男性労働者 2人が全身倦怠
感、悪心、嘔吐等を訴え、1人はただちに入院した。この患者は入院時に肝腫大、AST、ALT 
の著しい増加等がみられて劇症肝炎と診断され、その後、昏睡状態となり、5 日目に肝不全
で死亡している。入院時に採血した血清からは本物質が 6.0 mg/ml、2,3-ジクロロ-1-プロパノ
ールが 4.9 mg/ml検出されている。他の 1人は事故 3日後に半昏睡及び著しい黄疸を呈し入
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院したが、入院時に総コレステロール、AST、ALT 等の著しい増加がみられ、約 1ヵ月後に
死亡している 9）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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